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令和３年度 第１回鶴岡市総合教育会議 会議録 

 

○日時     令和３年６月２４日（木） 

○場所     市立朝暘第一小学校 会議室 

○出席構成員  市長    皆 川   治  

        教育長   布 川   敦 

        教育委員  田 中 芳 昭 

        教育委員  清 野 康 子 

        教育委員  毛 呂 光 一 

        教育委員  齋 藤 美 緖 

○出席者    朝暘第一小学校 校長 鈴 木 郁 夫 

○出席職員   総務部参事（総務部長代理）  吉 泉 一 郎 

○傍聴人    ７人 

 

進行      教育部長       本 間   明 

議事説明職員  管理課長       木 村 健 夫 

 学校教育課長     成 澤 和 則 

 学校教育課指導主幹  渡 邉   智 

        学校教育課指導主事  山 中 秀 人 

事務局職員   管理課課長補佐    山 口 喜兵衛 

        管理課庶務係長    原 田 孝 昭 

        管理課庶務係主事   後 藤 茉 結 

 

 

開会（午後２時００分） 

 

＊＊＊＊＊  授  業  参  観  ＊＊＊＊＊ 

 

開会（午後２時２４分） 

 

教育部長  皆様、授業参観お疲れ様でございました。 

 それではただ今より、令和３年度第１回鶴岡市総合教育会議を始めさせてい

ただきます。私は本日の進行を担当いたします、教育部長の本間でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに、皆川鶴岡市長より御挨拶をお願いいたします。 

市長 令和３年度第１回鶴岡市総合教育会議の開催にあたりまして、一言御挨拶を

申し上げます。 

教育委員の皆様におかれましては、大変お忙しいところお集まりいただきま

して誠にありがとうございます。また、鈴木校長先生には、今日は６年１組の社
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会科の授業ということで、タブレット端末の活用の状況も含めて、今日この場

を御提供いただきまして誠にありがとうございます。 

私も初めてタブレットを使っている様子を見させていただきましたけれど

も、まず子供たちが非常にスムーズに使っているなという感じがいたしました。

できない子供、少し手間取っている子供に友達が助けてあげるというようなこ

とも、こういうふうにしてやっているのだなということがわかりました。また、

子供たちの使用ということもある訳ですが、教える先生の授業の準備も大変な

のだろうなと、ああいうふうにスムーズに授業にもっていくために、端末とそ

れから今まで使っていたような教材とを組み合わせて取り組んでおられる様子

が見て取れたところでございます。この学校現場での活用が全国でも進んでお

りますし、鶴岡においても進んできておりますので、この活用を如何に進めて

いくのか、家庭に持ち帰ってというようなことも今後想定されるということも

ございます。 

また、学校の統合型校務支援システムなど、学校現場におけるＩＣＴの活用も

さらに進んでいくということでございますので、教育委員会の取組、また、市長

部局といたしましても、子供たちの健やかな成長ということは、本市の発展の

ために不可欠なことでございますので、先生方の働きやすい環境整備も含めて、

今日、教育委員会の教育委員の皆様とともに、実情をしっかり把握させていた

だきたいと思います。教育環境整備の充実のため、教育委員の皆様、忌憚のない

御意見をお願い申し上げまして御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

教育部長  ありがとうございました。 

 次に、教育委員会を代表いたしまして、布川教育長より御挨拶をお願いいた

します。 

教育長 皆様こんにちは。鶴岡市総合教育会議の開催にあたりまして、教育委員会を 

代表しまして一言御挨拶申し上げます。 

まず、市長におかれましては、日頃より本市教育行政に御理解と御支援をいた

だきまして誠にありがとうございます。 

さて、この総合教育会議も必要に応じ、教育現場や教育委員会の関連施設で実

施したいというふうに考えておりました。今回初めて学校を会場に開催するこ

とができました。本日は会場及び授業を提供いただきました、朝暘第一小学校

鈴木校長先生に感謝を申し上げます。今後も協議題等、必要に応じ教育施設等

での開催を企画してまいりたいと感じているところでございます。 

本日の主要協議題である、ＧＩＧＡスクール構想の推進でありますが、急速に

進展するＩＣＴ技術を如何にして教育現場に取り入れ、児童生徒個々人とって、

最適で充実した学びにどのように繋げるか、学校現場はもとより、教育行政に

携わる私たちにとりましても、重大な課題であると認識しております。先ほど

は６年１組の授業を参観させていただきましたが、鈴木校長先生からは、学校

現場の生の声をお聞きしながら、現状の理解を深め、更なる施設設備、環境設
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定、研修の充実に繋がる協議ができればと考えております。 

今後もより一層、市長と連携を図りながら、円滑で実りのある教育行政の執行

に活かしてまいりたいと思います。本日はどうかよろしくお願い申し上げます。 

教育部長 次に、本日の進め方について御説明申し上げます。 

本日の主な協議題は、「ＧＩＧＡスクール構想における学校現場でのＩＣＴ 

活用について」でございます。協議題について所管課から現状について御説明

申し上げた後、教育長、各教育委員、市長の順に御意見を賜りたいと存じます。

よろしくお願いいたします。 

それでは、協議に入りたいと思います。ＧＩＧＡスクール構想における学校現

場でのＩＣＴ活用について、説明を学校教育課長よりお願いします。 

学校教育課長 それでは、ＧＩＧＡスクール構想推進事業の概要について御説明をいたしま

す。 

今年度のＧＩＧＡスクール構想推進事業は、「学校のデジタル化で子どもたち

の学び方改革と教職員の働き方改革を推進する」をキャッチフレーズにして、

大きく３つの取組を進めてまいりたいと思います。 

まず一つ目が、「１人１台端末とネットワークの活用」についてです。ＩＣＴ

の活用は目的ではなく、あくまでも手段になります。各校では、児童生徒の学び

の質を高め、学力を向上させることを目的に、今までの指導にプラスして効果

的に端末とネットワークを活用してまいります。 

活用の例についてですが、例えば、インターネットを利用しての情報収集や 

写真・動画による記録・説明は、多くの教科の様々な活動で容易に活用すること

ができます。また、本日の授業でも子どもたちが活用しておりましたけれども、 

デジタルノートやプレゼンソフトを活用し、グループや学級全体で発表したり、

話し合いをしたりして意見や考えを整理する協働的な学習も容易にすることが

できます。さらにビデオ通話機能を使用して遠隔地にある学校と交流したり、

入院している児童生徒の学習機会を設けたりすることも可能になります。 

２ページを御覧ください。活用を進めていくためには、教職員の研修は必須と

なります。昨年度より教職員を対象にした研修を計画的に進めてまいりました。

研修を含めました学校へのバックアップ体制につきましては、後ほど、担当の

山中より詳細を御説明いたします。 

取組の二つ目が、２の「家庭での活用」になります。現在、家庭の通信環境を

調査し、調査をまとめている段階です。また、各校では端末の使い方の習熟や 

ルール等の理解も図っております。今後、７月から８月にかけて、通信環境の 

ない家庭にＷｉ-Ｆｉルーターを貸与したり、通信環境の整っていない要保護と

準要保護の世帯には、通信会社と法人契約を結んでＳＩＭカードを配付したり

して家庭での通信環境の整備を支援し、２学期からは本格的に家庭での活用も

進めてまいりたいと考えております。 

３ページを御覧ください。取組の三つ目が３の「統合型校務支援システム」の

導入になります。今年度は、中学校１１校に導入し、令和５年度まで小学校全校
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にも導入していく予定です。導入するシステムの内容は、記載のとおりになり

ますが、導入による効果としましては、事務的な校務負担が軽減されることに

より、子どもとじっくり向き合う時間や教材準備等の時間が確保され、それが、

授業や教育相談の充実に繋がるとともに、時間外勤務の軽減にも繋がり、働き

方改革が実現されると考えております。 

学校教育課といたしましては、今後も、各校での活用の状況等を把握し、一つ

一つの課題にも適切に対応しながら、３つの取組の推進に努めてまいりたいと

思います。私からは以上です。 

学校教育課 

指導主事 

 続きまして、バックアップ体制について、学校教育課山中と申します。ＩＣＴ

担当をしております。私の方から説明させていただきます。 

 ページの方は４ページを御覧ください。子供たち、先生方がスムーズに端末

を活用できるように、教育委員会といたしましてはバックアップ体制を３つの

方策で考えて整えているところです。１つ目が「情報共有」になります。２つ目

が「研修」になります。３つ目が「対応」というところです。 

 まず「情報共有」の方から説明をさせていただきます。これまで各学校に向け

て、また、市民の皆様に向けても情報の共有をさせていただいたところです。例

えば、リーフレットがございます。お手元に二種類のリーフレットがあると思

いますけれども、一つは教職員向け、一つは保護者の方向けということで、こち

らの方を先生方、保護者の方々に配布させていただいて、ＧＩＧＡスクール構

想とは何か、これからどのように教育が変わっていくのか等々、どのように活

用していくのか周知をさせていただいたところです。 

また、別の資料ございます。ホチキス留めになっておりますが、こちらの  

１ページ目を御覧ください。子供たちに対しても教育長からメッセージという

ことで、「このような思いでこの端末を整備したんですよ」というメッセージを

発出させていただきました。また、学校に関しては端末をどのように使ってい

けばいいのか、そのルールに関しても、２ページ目、３ページ目、４ページ目と

ありますが、これは高学年から中学校向けですけれども、周知の方をさせてい

ただきました。あとは学校において適宜付け加えたりして学校独自でも活用で

きるようにしたところです。 

また、今後、各種マニュアル、それから先生方の今日の授業のような活用事例

等をしっかり情報共有していきたいと考えているところです。 

また、５ページ目になりますけれども、端末等の情報に関しては、メールで流

すのではなく、通信としてしっかりとした書面で学校の方に流させていただい

ております。「ＧＩＧＡ、ＩＣＴる？（ギガ、アイシテル？）」という通信を不定

期ではありますが、情報発信ということで私の方からさせていただいておりま

す。これらの情報に関しては、学校と教育委員会も見られるグループウェアの

中で、しっかりどこにこういうものがあるかということをお示しながら情報共

有の方をさせていただいていますし、市のホームページにも一部掲載している

ものもございます。 
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 二つ目のサポートといたしまして「研修」がございます。まず、全ての教員に

対して研修を行うべきだろうと考えまして、７ページになりますけれども、昨

年の１０月から２月、それから８ページにもわたっておりますが、４月にかけ

て、各校１回目の研修を行わせていただきました。全ての学校で行ったところ

です。また、８ページになりますけれども、２回目の研修、これも各校回って、

全ての学校で研修をさせていただいております。また、各校から要請があれば、

要請に応じた研修もさせていただいております。 

９ページを御覧ください。（４）、各校にＩＣＴ担当教員という者がおります。

その教員向けにまた年間３回の研修を考えております。２回目が１０月、３回

目が２月と予定しております。それから教科別機能別の研修も必要だろうとい

うことで、（５）になりますが、イブニング講座ということで、５つの講座を今

年度計画しているところです。それだけではなく、（７）になりますが、管理職

の先生、校長先生方にも研修を受けていただこうということで６月８日になり

ますけれども、校長会議の後に、ＩＣＴの研修会を設けました。今年度はあと教

育講演会といたしまして８月３日に先生方に講演をお聞きしていただこうとい

うことになっております。 

研修に関しては、現在は指導主事の事例紹介となっていますが、３年くらいか

けて実践している先生方に良い事例をどんどん、どんどん紹介していただいて、

鶴岡市の全ての先生方をあげて研修を進めていきたいと考えているところで

す。 

 最後、「対応」になります。これまで、教育のＩＣＴと言いますと、学校教育

課、それから管理課の方で行ってまいりましたが、なかなか担当がいないとい

うところがありました。そこで今年度からＩＣＴ推進係というものを立ち上げ

て、学校に端末が１万台以上になりますので、しっかり対応できるように係を

立ち上げたところでございます。 

４ページのバックアップ体制の一覧を見ていただきますと、設定・管理に関し

ましてはＩＣＴ推進係、それから活用サポート・研修に関しては指導係の方で

と、しっかり役割分担を行ってサポートをしておりますし、我々だけではなか

なか見きれない、サポートしきれない部分もございますので、端末の整備業者

さんと運用保守契約を結んで、何かあれば直ぐ学校に駆け付けられるという契

約を結んでおります。おかげ様で、毎日電話が我々の方に来て、「こういう時ど

うしたらいいんだ」とか、「今ちょっと繋がらないんだけども来てくれないか」

という問い合わせ等もございます。それに直ぐ対応できるように、このような

体制も整えているところです。 

 この３つの柱をしっかり整えまして、学校でスムーズに活用できるように 

現在取り組んでいるところです。なお、鶴岡市の研修に関しては、本格的な  

整備・活用が４月からでしたが、昨年の１０月から研修を行っております。全国

的にも早い取組ということで、Ｓｋｙ(スカイ)株式会社さんの情報誌が、全国

の教育委員会、それから学校に配布されておりますが、この中でも、特集を組ま
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れて紹介されております。１４ページになりますけれども、こちらの方も是非

御覧ください。私の方からは以上になります。 

教育部長  続いて、鈴木校長先生の方から、学校現場での活用状況等について御説明を

お願いいたします。 

朝暘第一小学

校長 

本日は本校の授業の様子、ＩＣＴ活用の様子を御覧いただいてありがとうご

ざいます。学校の様子を少しお話しさせていただきますがスライドもあります

ので、お手元にも資料ございますが、この資料とスライドを併せて御覧いただ

ければと思います。 

まず、本校での現在のＧＩＧＡ端末の使用のねらいということで、お手元の 

資料にも書いてあるとおりですが、まずＡとして、教師が学習の効果を高める

ために取り入れようというふうにしています。もう一つ、子どもたちが学習ツ

ールとして使えるようにしましょうということをねらいとしています。 

ＩＣＴの可能性・有効性の実感ということで、実際に我々使わせていただいて

いる訳ですが、子どもたちの興味・意欲が喚起されている実感はあります。ああ

いうツールを出して使うということも、なかなか気持ちの向かない子供たちに

とっても有効だと感じています。 

それから、コミュニケーション手段の多様性ということで、ポジショニングと

いう研修で習った手法なんですが、担任の方でそれを使っての社会科の授業だ

ったのですが、研修の時は道徳で気持ちの揺れなんかを表わすために丸を使っ

ていたんですが、今日は選択させてということで応用して使っている訳ですが、

普通の授業であれば、なかなか自分がどういう意見を持ったかということを 

表出することがないまま４５分過ごす子どももたくさんいたんですが、今日の

場合はあのように可視化されるので、また教師の意図によってそういうところ

を引き出せるということと、自分の考えが前に出ているので、やはりそれなり

の考えを持ってそこに参加するという主体性も引き出されていると思います。 

それから、技能習得への具体的な支援ということで、今までなかなか聞くだけ

では習得できなかったものが、視覚の方が優位なお子さんは、ああいうツール

を使うとその辺が強みとなって今まで習得できなかったことが習得できる可能

性が高まったということもあります。 

それから、理解方法の多様性に対応ということで、インプットの仕方に色々そ

の子、その子で違いがある訳ですが、ああいうＩＣＴが合っている子供も中に

はたくさんいますので、そのための一つのツールでもあるなと感じています。 

現在、２１学級あるんですけれども、使用の実際なんですが、いつ使わせるの

かという段階から、できれば、いつ使わせないかという、この前の校長会の研修

会でも出た視点だったんですけれども、こういうように運用していきたいなと

考えているところです。現在は教師から指示のあった授業中に一斉に使用して

いるのがほとんどのパターンです。または、普通に授業している中で、２、３人

の子がタブレットを自分の机の上に出していて、インターネットで何か分から

ないことがあった時に、誰々君と言われると検索して、「先生こういうのがあり
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ました」と出してくれるというように、使用に慣れている子が代表して使って

いるという場面もあります。 

それから、授業以外での使用について、全校での約束として、昼休みにタイピ

ングソフトやプログラミングソフトは使用しても良いという約束になっていま

す。ほとんどは外で遊びたい子どもがたくさんなので、元気よく外に出ますが、

やはり回って見ると、昼休みに教室に残って使っている子もいます。それから

中間休みに課題があって、中庭の写真を撮るように言われて撮っていて、繋が

りが悪くて写らなかったということもあったのですが、そういうように色んな

授業以外の場面でも子どもたちが使う姿も少しずつ増えてきているところで

す。 

これは１年生の最初の授業で使った頃です。これは６月の頭です。１年生の 

端末が鶴岡三中から下りてきて、個人個人に割り振って、本当に確認して使え

るようになったのが５月の下旬だったので、６月から使ったというような感じ

です。スイッチの入れ方、電源の入れ方、それから電源の切り方、どこを押すと

どうなるのかと触っている本当の最初の段階です。１年生もこの後、朝顔の  

観察のところでタブレットを外して持ち出して写真を撮るところまでは活動で

使っています。 

これは２年生の授業ですが、図画工作・生活科で自分の作った作品を写真に 

撮っているところです。あの女の子の足の間には自分のお気に入りの作品があ

って、新聞紙で作ったものでしたが、それをこの角度から撮っていると。これを

２年生は端末を使って担任に提出しているというところまで使っているようで

す。そして、担任はそれを各個の作品を集めて評価に使うということでした。 

これも同じく２年生の観察で、外で使っているところでした。ただこれが、 

スカイメニューがネットに繋がらない状況だと、タブレットのハードに写真を

撮らなくてはいけなくて、そのあたりの違いを子どもに体験させながら、だん

だん身に着けてもらうということで、これは教室に帰った後、フォルダから  

写真を移したりという作業も２年生の子はやっていました。これは、肢体不自

由のお子さんですが、今まではなかなか参加できないような時も、「写真を撮る」

と一緒に活動しているところです。 

これがソフトに入っている、休み時間に使って良いとしているもので、ゲーム

感覚でプログラミングの学習やタイピングの練習ができるものが入っていて、

子どもたちはこれを使ってやっている様子です。 

これは６年生が調べ学習、この後討論会をするみたいで、その時に使っている

ものでした。この子はペンを使って入力したりして使っています。この子は  

タイピングが少しできる、ローマ字で打ち込めるということで、自分で打ち込

んで自分の意見を書いているところです。ただこれはまだ混在していて、手前

の女の子はタイピングしていますが、奥の子はペン入力しているとか、こうい

うのが混在している状況で、使い込んでいくことによってアルファベット入力

がどの学年からできていくかということで、今、「何年生からしていけば良いの



- 8 - 

か」ということが校内で話題になっているところでした。 

今日の授業でもそうでしたが、このように使うことで、意見表明することで、

その後に対話が生まれるというか、「どうだった？」などと意見交換の場が見ら

れるようになりました。また、分からない子に対しては教えてくれる子もいて、

自分の得意な分野で人と関わって教える姿も見られます。 

これは昼休みの掃除の前の時間で、後ろで女子が楽しそうに遊んでいますが、

この後の授業で討論会があるということで、この男の子は昼休みにそれについ

て調べたいということで担任に申し出て、タブレット使っていいですかと申し

出て、調べ学習を一人でしているということで、自ら学ぶという姿勢の芽生え

ではないかと担任が喜んで写真を撮ったようでした。 

今後の活用を広げるためにということで、現時点では端末の持ち帰りはして

おりません。先ほどお話ありましたが、今、家庭の環境調査中です。本校のまと

めの途中だったんですけれども、ルーターの貸出しを希望するというのが１１

名、分からないと答えた方が５名いました。ただ、この「希望する」という方も

個票をよく見てみると、家に環境があるのにルーターの貸出しを希望すると書

いているので、貸出しの趣旨がこのアンケートでは伝わらなかったのかなとい

うことです。 

ですから、「環境がない」という家は、この数よりは少なくなると思います。

その中で、数例でしたけれどもコメントのところに、「経済的に厳しい家庭はイ

ンターネット環境を整えることができません。そういった場合、子どもはどう

なるのでしょうか。」ということで、「ルーターは貸し出すが通信費は原則家庭

負担である」と書いたことに対して、このように答えている御家庭もありまし

た。ただこの御家庭は後ほど、「なんとかＷｉ-Ｆｉ環境を整えました」というふ

うに担任の方に報告あったそうです。その家庭、その家庭で悩みながらいろい

ろ進めてくださっているようです。 

夏季休業中、本校では持ち帰らせる予定です。家で自由に端末を触ってタイピ

ングにも慣れて欲しいなというところです。あとはネットに接続してみて、お

うちの方とネットに繋がるか見てもらうということです。それから秋のＰＴＡ

の講演会については、持ち帰った端末で、親子でＳＮＳのお話なんかの講演を

見てもらう予定にしています。それをきっかけに家庭と学校と同じ取組ができ

るようにしていきたいなと考えているところです。 

学校の中で、ＩＣＴ教育というふうにして捉えるのではなくてと考えている

のは、実は学校の中に色んな取組がありますので、それも中の一つとして考え

ています。それから学校研究と絡めても、ＩＣＴを上手く入れるようにしてい

ます。今後、子どもたちの学習ツールとして、使う術を身に着けていけるように

したい、それから使えることが増えたことを活かして指導の可能性を考えてい

きたいということです。すみません、長くなりました。以上です。 

教育部長  鈴木校長先生ありがとうございました。 

それでは次に、委員の皆様より御意見を頂戴したいと思います。まず初めに、 
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布川教育長よりお願いいたします。 

教育長 まず、４月から各学校で本格的に活用いただいているタブレットですが、この

ように同じ土俵でお話ししていただくということが大変貴重な時間だなという

ふうに思っております。タブレットの導入後も各校でまずは慣れてみようとい

うことで、しっかり使っていただいていることに感謝しております。 

研修体制は先ほど山中からありましたとおり整えておりますけれども、私も、

先生方が分からないことでも結構児童生徒が分かっていることがあったりする

ものですから、先生も「私はできる」ではなくて、「子どもたちと一緒に使い方

を覚えていこう」くらいの気軽な気持ちで使っていただければありがたいなと

申し上げてきました。 

今日の授業ですが、非常に効果的に使っていただいて、本当に個々の学び、そ

れから鉛筆や消しゴムのように普段からすっと使えるような何気ないツールに

なっているなということ、大変嬉しく思いました。是非技能を高めていただけ

ればなと思っております。 

５月から全校訪問させていただきまして、ちょうど１年生が、他の学年もそう

なんですけれども、今日からタブレットを使うという時に結構遭遇しまして、

大事そうに教室に持っていくのでした。結構重いのです。それで、その姿を見た

時に、新しい学習への期待というのをすごく感じました。それから中にはタブ

レットへの順応の速さ、恐ろしくタイピングも速くて、かなり同じ学年でも差

がついているなということも感じましたし、個々で学びが完結するのではなく

て、今日のように学級全体で探求型学習になるように個々の技能を高めながら、

是非学びを深めていただきたいなと感じたところです。 

また、本校でもいろいろ課題があったようですが、他校でも実際不具合があっ

て授業がストップする場面もありました。実際、不具合ですが、使ってみなけれ

ばどんな不具合が生じるのか絶対わからないのです。使わないでいれば、何が

困るかもわからない状態なので、私は使っていただいて、「こんな不具合があり

ました」と教育委員会に言っていただいた方が、よりその学校がタブレットの

活用ができる環境がどんどん整っていくんだというふうに校長先生にもお話し

して、どんどん苦情を言ってくださいと逆に申し上げてきました。全校一斉に

使うような場面も設定していただいて、全校で一斉に使った時に、例えばフリ

ーズしたりしないかとか、そういうことも含めて実験することも大事ではない

かということもお話させていただきました。 

まず、より快適な環境になるように教育委員会としても全面的にバックアッ

プしていきたいなと思います。やはり使っていただいてなんぼのものなので、

ただの箱にしないでもらいたいということだけ、私は校長先生方にもお願いし

ていますので、是非、今後活用していただいて、子どもたちが目を輝かせて勉強

していただく、そういうツールになればありがたいなと思ったところでした。 

非常に今日は良い授業も見せていただいてありがとうございました。 

教育部長  では、齋藤委員お願いします。 
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齋藤委員  この会議の開催が決まったので、あまり知識がなかったので自分なりにもう

ちょっと知りたいなと思って、市内の小学校の先生たちの研修会に参加させて

いただきました。先ほど山中先生からお話があった研修会ですけれども、まさ

に今日、子どもたちが授業をやっていたポジショニングについて、どうやって

使っていくのか、こういうふうな説明を先生たちにしている中で、私も未来の

話というか、こういうことができるんだなと感動していました。そして、今日授

業でスムーズに使っていたのを見て、とても驚いて、素晴らしいなと思ったと

ころです。そして私のことを言わせてもらうと、我が家には子供が２人いるの

ですが、小１と中１がいるのですが、まだ自分のタブレットにすら気づいてい

ない状態、まだ触ってもないです。そういった面で、同じ市内でありながら格差

があるなというふうに感じました。 

 もう一つなんですけれども、ＩＣＴの活用については、去年の臨時休校の話

から鶴岡市でもオンライン授業を進めようということで急速に進んだ話だと認

識しているのですけれども、今順調に対面で授業ができている今こそ、先生た

ちにも子どもたちにも、とにかくタブレットに触れるという機会を一杯与えて

いただきたいし、それからもう一つ、いざオンライン授業になったという時に、

それが今の段階では我が家では使いこなせないと思っています。 

そういった面で、先ほど２学期くらいから持ち帰りということで校長先生か

らお話あったのですけれども、早急にそういう準備を進めていただきたいな、

持ち帰りができるような環境にしていただきたいなというふうに思います。以

上です。  

教育部長  はい、ありがとうございます。清野委員お願いします。 

清野委員 私、今日の授業を見るまで、どういうふうに端末を使った授業をされているの

だろうと、なかなか想像できなかったのですが、私の想像を超えていたなとい

うところで、とても今のお子さんたちが羨ましいなと思いました。私の子供は

朝暘一小卒業なのですが、今だったらよかったなというくらい、とても羨まし

く思ったところです。 

やはり教育長さんもおっしゃったように、文科省の方でもＳｔｕＤＸＳｔｙ

ｌｅ（スタディーエックススタイル）なんていうものが出ていて、そこでは「慣

れよう」となっていますよね。なので、やはり慣れることが大事というか、とに

かく使わなくてはダメなのではないかと。私たちの年代だとどうしても「壊し

たらどうしたら良いのだろう」と不安になってしまうという先生もいらっしゃ

ると思うのですが、そうではなくサポート体制があるからどんどん使いましょ

うということで、やはり先生も子供たちも使って慣れるということが必要なの

ではないのかなと思います。 

そして、個別最適化された学びということが、どういうことなのかなというこ

とが、なかなかよくわからないのですが、英語で言うとアダプティブ・ラーニン

グと言われているようですが、やはり使わないとアダプトされていかない部分

があると思うので、そこもやはり使っていく必要がとてもあるのではないかな
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と。私のイメージだと、今の先にあるのが、例えばネットショッピングをする

と、「次は、あなたにはこれが最適ですよ」なんてネットに出てきますよね。い

ずれはそういうことで、個別最適化というのは、そこまでいくことが一つねら

いとしてもあるのではないのかなというふうに思っております。 

今日の授業を見てもう一つ。子どもたちの気持ちがどっちに向いているかと

いうのは、今までの紙ベースで先生が教室回っていくのだとわからなかったと

ころが、中間の気持ちまでわかる、子どもたちの考えが見えてしまうというの

は、今まで手を挙げられなかった子供たちの言葉というか、気持ちを、意見を拾

っていけるというのは、こういうこともできるのだなと感心してとても良いこ

とだなと思っています。 

教育長さんも議会の中で述べられたのが、支援の必要なお子さんもこのツー

ルによって授業に参加できるということがありましたけれども、やはり広がっ

ていくのかなというふうに、今日お話を聞いていたところでも、とても感じて

いたところです。 

教育長さんも先ほどおっしゃっていましたが、子どもたちは今、生まれた時か

らスマホに触り、タブレットに触りという時代なので、多分先生よりできるお

子さんって、いらっしゃると思うのです。なので、子供たちに聞いてみるという

のも一つだと思うのです。「あなただったらどうしたい？」と、先生が「私はで

きない」と言うよりも、できる子にどんどん聞いてできる子の意見を拾ってい

くということは、できる子がさらに伸びるということにも繋がっていくのでは

ないのかなと思っています。 

そして、子供のところが整備されました。ではその一つ前というところが先生

だと思うのですが、先生の差が、子供が受ける側の差にならないように。先生１

人の差が最大３３人の差に繋がっていってしまうというのもあると思うので、

その差はやはり、齋藤委員もおっしゃっていたように同じ一人の市民と考えれ

ば、差が無いようにして欲しい。なので、子どもだけではなく先生も取り残され

ないようにしてあげて欲しい、言い方は失礼ですけれども、そうして欲しいな

と思います。研修会なども開かれているようですが、研修会に先生が出ると「あ

なた研修会出たじゃん」となってしまうと思うのですが、そうではなくて、先生

が分からないことはわからないと言いやすい、わからないことを聞きやすい環

境ってどうしたらいいのかなと難しいと思うのですが、その環境も大事なので

はないかなと。 

もう一つは、ＧＩＧＡスクール構想の目的を本当に先生たちが理解している

のか。理解してくると、考え方も変わってくるのではないかと。使いこなせれば

いいだけではなくて、その先に来るべきＳｏｃｉｅｔｙ５.０を生き抜く子ども

たちに生きる力もつけさせてあげているんだというところも、先生方がわかる

ことで意識も変わってくるのではないのかなと考えたところです。 

お家の環境の整備とか大変だと思うのですが、そこは是非、差が無いように補

助とか助成していただきたいのですが。あとは保護者の方にＧＩＧＡスクール
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構想のことがどのくらい伝わっているのかと。やはり保護者の方にもしっかり

理解してもらうように、わからない方には丁寧に説明してあげるのと、保護者

の方にも、とてもパソコンに詳しい方がいらっしゃると思うので、例えば朝暘

一小だと、今あるのかわかりませんが、サポーター制度という「水泳ができるお

母さんは水泳手伝ってください」とかあると思うんですが、パソコン得意なお

うちの人は手伝ってくださいということを、やはりおうちの方にも手伝ってい

ただけるところは手伝っていただいて、子どもたちが不自由なく使えるように

なれば良いなと感じています。以上です。 

教育部長  はい、ありがとうございました。続いて田中委員からお願いします。 

田中委員 私の意見の前に、校長先生に何個か質問したいと思います。先ほどの校長先生

のお話の最後の「７お願い」のところで、「これまでいくつかの教育機器が使わ

れてきたが、いまだに黒板とチョーク」というふうにありますよね。そして「期

待の大きかった電子黒板の現状は、その原因は」とありますけれども、ここのと

ころはどういうことをおっしゃりたかったのでしょうか。 

朝暘第一小学

校長 

 私が教員をしている間に、ここに挙げたような機器も色々最新だよというこ

とで出てきたのですが、それなりに使わせていただいたし、子どもたちにも効

果もあったのですが、それでもやはり黒板とチョークがあって、板書を写すと。

こういう行為自体にも価値があるし、大事なところもありますが、そこから抜

け出せないでずっと繰り返しで来たかなと思っていたところでした。 

電子黒板が入ってきた時に、すごく画期的なものが入ってきたと思っていた

のですが、やはりそれだけのものであって、今のようにネットに繋がるとか、そ

ういう広がりのない状態だったもので、結局使い余してしまったという苦い経

験が私としてはあったものですから、今回これだけ整備が進んだものについて、

そのようなことになっては大変もったいないという意識がありますので、若い

人たちは当たり前だと思って使うかもしれませんが、過去の事例を知っている

者としては、そうならないようにできる限りサポートしていきたいなと思って

いるのがここの文言です。 

田中委員  私も同意見です。いろんなものをやって、でも結局、生徒も教師も黒板とチョ

ークに戻っていくと。それはなぜなのかというところをもう少し考えていかな

くてはならないなというのが一つです。 

それから、今日の授業では１クラス一斉に使ってサクサク動いていましたが、

前に鶴岡南で最初にああいう授業をやり始めた時に、フリーズしちゃうんです

よね。やはりＷｉ-Ｆｉ環境が遅かったので。そういうＷｉ-Ｆｉの繋がり方、そ

れから、ある学校のこの場所ではＷｉ-Ｆｉがなかなか拾えないとか、そういう

使いにくさがあったのですが、一小ではそういう状況はまだないですか。 

朝暘第一小学

校長 

 田中先生のおっしゃるとおりで、目に見えない電波を頼りにしておりますの

で、実は使い始めの頃は、似たような時間割・時間帯で使うことが多かったので

す。そうすると、隣の教室も、隣の教室も使っているなという状況の時になかな

か繋がらないという状況がありました。そのあたりを委員会の方にも相談しま
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して、もう少しルーターを増やすかとか、できる工夫をしていただいて、改善し

たところもありますが、単独のクラスで使っている時にもなぜか動かない時が

あって、なぜなのかなと思った時に、よその学校も影響しているんだというお

話を聞いて、やはり市全体の太さというか、そういうものも影響しているとい

うところで、コンクリートでできた建物の中の部分部分での繋がりの悪さ、こ

の解消も勿論なんですが、その根幹の太さの改善もこれから考えないと、隣の

学校に電話して「ちょっと休んでくれ」という訳にもいきませんので、そのあた

りが使えるように、原因がどこにあるのか我々にはわかりませんので、専門の

方からその辺分析していただいて、改善していただければ大変ありがたいと思

います。 

田中委員  ちょっと先にこういう授業をやり始めた者として、生意気にアドバイス的な

ことを言わせてもらうと、今コロナで机くっつけられませんが、できれば２人

くっつけて、もっと相談しやすい環境でやって欲しいなと。やはり早くできて

遊んでいるのか、操作の仕方がわからなくてどうしたら良いかわからなくなっ

ているのかわかりませんが、それが２人だと「こうした方が良いよ」とお互いに

言いやすくなるというところが一つです。 

私も研修、一回一緒に受けさせてもらって、今使っているソフトはすごく使い

やすいソフトなんですよね。ですから先生方にも、もっとどんどん使い慣れて

いって欲しいなと思います。教育長さんも言っていましたが、子どもの方がず

っと使えるようになるのが早いし、文科省も教師を追い抜いてどんどん自分で

プログラミングできる、そういう子が育って欲しいというのが本当のねらいで

はないかというふうに思います。 

ということで大変良い授業を見させていただきました。もっと前あった、色々

な教育改革のツールと言われていたものが、いつのまにか誰も使わないで埃を

被っているような状態にならないで欲しいなと思います。 

あともう一つだけ、統合型校務支援システム、サイボウズを鶴岡市では使うの

ですか。 

学校教育課長  いえ、サイボウズはグループウェアだけです。今想定しているのは、スズキ教

育ソフトのシステムです。 

田中委員  他の学校でもやっていて、同じものだったんで使いやすいというものですね。

校務支援システムとか、そういう、先生たちが色々な情報交換や連絡とか、変な

話、朝会をわざわざとらなくてもここを開けば重要事項・連絡事項が全てわか

るとか、出席、欠席とか、そういうものがわかるような、そういうものになると

思うのですが、是非先生方の負担にならないようにして欲しい。パソコンを入

れて、そういうシステムを入れて、それを使うとかえって先生方の仕事が増え

るとか、ストレスが溜まるというようなことにならないような使えるソフトで

やっていただきたいと思います。以上です。 

教育部長  はい、ありがとうございます。では毛呂委員お願いします。 

毛呂委員  大体皆さんおっしゃってくださったんで、本当にこの、初めて授業を見させ
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ていただいて、ＩＣＴの可能性・有効性を本当に実感しました。山中先生とか一

生懸命頑張ってくれていて、各学校に行ってくれているのでなんとか上手くい

っているのかなと。これが全ての学校で上手くいって欲しいなと思います。 

田中先生が言っていたように統合型校務支援システムなのですが、医療人と

して、一番最後に保健管理というのがあります。僕の兄弟も同じ仕事をやって

いて、横浜なんですが、同じこの校務支援システムを使って、健診もパソコンで

やると。僕、歯科医ですから、歯をこうやっていると、一緒に連れて行った衛生

士がそこで打って、右上６番がＣとか、なんとかなんとか全部打つと。打ってそ

れが残っちゃうと。以前のものも全部載っているんです。今後多分そういうふ

うになっていくと思うんです。 

そうすると養教の先生たちが、何が大変かというと、その後のコンクールだと

か、何かするという時にまとめるのがすごく大変なのです。養教の先生は基本、

子どもたちが怪我をしたとか、具合が悪いということに対応をするためにいる

訳で、その整理をするためにいる訳ではないものですから、それをコンピュー

ターが全部やってくれれば非常に楽なので、今後校務支援システムというのは、

今年度、中学校１１、来年小学校の１３、１３でいくということなので、なんと

かできる限りどんどん進めてもらって、もっとボリュームをあげてもらいたい

なと思います。本当にどうもありがとうございました。 

教育部長  はい、ありがとうございました。最後になりましたが、市長よりお願いしま

す。 

市長  鈴木校長先生の下で、しっかり活用が進んでいるということがわかりまして、

自分の小学校の時とは全く違う状況なのだなと。こういうのが当たり前の世の

中なのだなというふうに思いました。社会に出て行った時に、毛呂委員からも

お話ありましたけれども、医療分野ももちろんですが、様々な分野でＩＣＴが

ない職場というのは、ほぼないような状況だと思いますので、教育現場がむし

ろちょっと遅かったというか、先ほど電子黒板の話もありましたが、色んな試

行錯誤があったとは思うんですが、ようやく本格的に使えるような段階までき

たんだろうなと思いますので、学校現場で進めていく途上にあるということも

間違いないと思いますので、先生方、また児童生徒の皆さんを、教育委員会を中

心に、また清野委員からも地域の方との連携という話もありましたので、そう

いったことも含めて、ＩＣＴ活用などは当たり前になってきたと思いますので、

山中さんから御紹介があったこういうＳｋｙ(スカイ)の情報誌で取り上げられ

たように、是非鶴岡市でしっかり進めて、使って初めて評価されるものだと思

いますので、お願いしたいというふうに思いました。 

それから先ほど来、出ておりますように、やはりこのインフラ環境ですね、 

Ｗｉ-Ｆｉが繋がらないとか、そもそもの根本的なことも、もしかしたらあるの

ではないかというお話もありましたけれども、そういう不安があると、なかな

かいざという時に使えないということがありますので、このあたり重要な点だ

と思いますので、今年度その状況をよく見ながら、やはりストレスがあるとな
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かなか広がっていかないのではないかと思いますので、まずは通信環境、家庭

の部分も含めて、しっかり見ていく必要があるというふうに思います。 

それから、通信環境の下での利活用ということで、学校の先生方が研修を受け

ながらバックアップ体制を整えて進んでいく訳ですけれども、その鈴木校長先

生からもありましたが、ローマ字のタイピングをいつからやるのかとか、なか

なか判断が迷うようなことをどうするのかとか。究極的に言うと、鈴木校長先

生の資料にあるような、いつ使わせないかというような、そういうようなこと

になるのかなという感じもするのです。今までだと、手段と目的がちょっと逆

転しているようなところがあって、あるから使わなくてはいけないというよう

な状況であったと思うのですが、これからはこれを活用してＧＩＧＡスクール

の目標である学び方の改革、また、教職員の働き方改革に繋げていくというこ

とだと思いますので、いつ使わせないかという視点でも、どんどん使ってもら

うようなことが必要なんだろうと思いますので、そういった指針なりですね、

これがまた難しい点なんだろうと思いますが、教育委員会の方でも学校現場の

運用事例を含めてしっかり把握して進めていただければと思います。 

統合型校務支援システムにつきましては、より生徒に接する時間を増やして

いくという視点もありますし、また、保健管理という話もありましたので、やは

り今までの働き方、情報管理が大きく改善していく可能性があると思いますの

で、この部分でも先進的な教育行政となるように、引き続きしっかりと取り組

んでいただきたいと思います。以上です。 

教育部長 ありがとうございます。先ほど来、ネットの通信環境につきまして御指摘・御

質問等ございましたので、担当の山中の方から若干御説明させていただきたい

と思います。 

学校教育課 

指導主事 

それでは今資料の方配っておりますので、そちらの方を御覧ください。 

それでは、私の方からインターネットの環境について、接続しにくい状況が一

部学校で発生しておりますので、その原因と対策、それから今とっている現状

について簡単に御説明させていただきます。 

大きく見ますと２つの原因が考えられます。まず（２）の方を御覧ください。

（２）がアクセスポイントからの電波の問題になります。電波が２.４GHz と  

５GHz というものがあるのですが、２.４GHz の方が飛ぶということで当初これ

で考えておりましたが、その先にある端末とテレビを結ぶ、無線で飛ぶワイヤ

レスディスプレイアダプタというものを同時に整備させていただいたのです

が、そちらが２.４GHz の固定だということで、同じ２.４GHz を使うと干渉が起

こるということで、少し電波が飛ばない５GHzを現在採用しております。 

その結果、インターネットが繋がりにくいという現状が出ております。これに

対しては５GHzの中でもチャンネル帯がいろいろありますが、そのチャンネル帯

をずらすことによって、２.４GHz を再度開放することができるようになるとい

うことがわかってまいりました。現在それぞれの学校に出向いて２.４GHz を開

放する、チャンネルを調整することによって、他の機器との干渉がないように
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するという対応を運用保守契約の業者さんとともに行っているところです。 

また、（１）の方を御覧ください。それでも繋がらないというのは、やはり大

本のインターネット回線の遅さが原因となります。当初我々が予想していた使

用頻度よりも、研修や周知のおかげもあって、どの先生も割と使っていただい

ているという現状がありまして、予想を上回る使用の量となっております。そ

こを踏まえまして、インターネット回線の増強を検討しております。 

既に今年度に関しては財政当局と話をしまして、学校教育課内の予算を流用

することで回線を現在４倍に増強する予定で動いております。来年度以降もそ

の回線を維持するということで財政当局とは話をしているところです。まず４

倍に増やしてみてどうかというところ。それから細かいことを言いますと、各

校にインターネットの入り口があるのですが、そちらも足りているかどうか今

後注視しながら、できる限りの対応をしていき、インターネットがストレスな

く繋がるようにという動きをしてまいりたいと思います。 

それから先ほど来、委員の方々から、先生方の中で差が無いようにという話も

ありましたが、研修だとどうしても一方通行になってしまいがちですので、我々

指導主事が各校に出向いて授業等参観しております。その中で先生方から何か

困りごとがないかとか、実情どうでしょうかというような意見を聞くことなど

を通して、現状・実態を把握したうえで、さらにどういう動きができるのか、先

生方がもっと使ってもらえる方法がないかということを日々検討して動いてま

いりたいと考えております。以上です。 

教育部長 ただ今の点につきましてよろしいでしょうか。 

それでは協議題のもう一つの「その他」に入りたいと思います。 

初めに、令和２年１２月１７日に開催しました、「令和２年度第３回鶴岡市総

合教育会議」におきまして、委員の皆様より頂戴いたしました御意見・御提案に

対する対応などにつきまして、事務局の方から御報告をさせていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

管理課長  皆さんのお手元にペーパーもお出ししておりますが、前回、令和２年度第３

回の総合教育会議での提案・要望への対応ついて、私の方から説明させていた

だきます。 

前回の議題はですね、「コロナ禍での学校の現状について」と、もう一つの議

題が、「酒井家入部４００年記念事業における人材育成について」という２つの

議題でございました。 

まず、コロナ禍での現状につきましては、皆様方からの御提案・御要望の中

で、コロナに伴う学校での人員、予防対策経費についてということで、学習指導

員やスクールサポートスタッフ、また、学校に使い勝手の良いお金を来年度、今

年度ですが、また続けて欲しいというような御要望がございました。 

これにつきましては、学習指導員、スクールサポートスタッフにつきまして

は、昨年度は県事業として多く配置されておりましたが、今年度につきまして

は国からの補助がなくなったことによりまして、市内の小中学校に学習指導員
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が４名、スクールサポートスタッフが８名と、大幅に減となっておりました。こ

れにつきましては、さらに増員されるよう県の方に要望していきたいと考えて

おります。 

また、もう一方の、使い勝手の良いお金ということですが、昨年度コロナ対策

としまして、感染症対策や学習保障に使える補助金が国の方から交付されてお

りまして、各学校、人数に応じまして２００万から１００万円をそれぞれ配分

しております。なおその後、この総合教育会議の後に第２弾で同様の補助金が

３月に追加で交付されまして、この時は１６０万から８０万という額で、こち

らも再度学校の方に配分しておりました。 

それから２番目のＧＩＧＡスクール構想についての御要望が様々ございまし

た。一つは「ＧＩＧＡの専門員の配置をお願いしたい」、それから「ネット環境

が不十分な家庭へ支援をお願いしたい」、それから「教科担任全てにタブレット

の配布をお願いしたい」、「全校生徒が同時に画像と音声を確認できるネットワ

ーク整備をお願いしたい」、こういった御要望がございました。 

まず１番目のＩＣＴ支援員の配置につきましては、市としては現在考えてお

りませんが、指導主事やＩＣＴ推進係を設置しておりますし、また、納入業者が

相談に当たるように対応しております。 

また、家庭への通信環境整備につきましては、先ほど御説明したように、Ｗｉ

-Ｆｉルーターの貸与、それからＳＩＭカードの配布を支援していく計画でござ

います。また、タブレットの配布につきましては、今年度中学校の教科担任にも

全て配布済でございます。ネット環境につきましては先ほど御説明したとおり

でございます。 

次のページに「特別教室の冷房について、早急に進めて欲しい」という御要望

もございました。これにつきましては今年度から３か年計画で小中学校の特別

教室への冷房整備に取り組んでございます。 

次に、子どもたちへの指導、ケアについて。コロナ禍での子供への指導、それ

から差別を受けないような指導、スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカーの常駐はできないかというような御要望がございました。 

これにつきましては、感染者や濃厚接触者、医療従事者等への偏見、差別、誹

謗中傷がなされないよう、文部科学省が作成した資料等を基に指導しておりま

す。また心のケアにつきましても最大限配慮しながら取り組んでおります。 

次に、酒井家入部４００年記念事業における人材育成についての御要望・御提

案でしたが、「保護者、先生の理解をもっと深めていくべきではないか」という

ような御提案がございました。 

これにつきまして、一つは、令和４年度に各小中学校に講師派遣を行いまして

出前講座を開催する予定です。それから、「親の世代も巻き込んだ歴史理解が必

要ではないか」という御提案でしたが、今年度親子記者プロジェクトや親子文

化財めぐりなどを開催する予定でございますし、令和４年度に小冊子を配布し

まして、家庭内での話題の共有を図るように努めてまいりたいと考えておりま



- 18 - 

す。概要は以上でございます。報告でございました。 

教育部長  報告は以上でございます。御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

 事務局で用意しております事項は以上のとおりでございます。他に、御出席

の皆様で何か御発言がございます方はいらっしゃいますでしょうか。 

 なければ、活発な御協議、誠にありがとうございました。これをもちまして、

令和３年度第１回鶴岡市総合教育会議を閉会いたします。皆様、大変お疲れ様

でございました。 

 

 

閉会（午後３時３５分） 


